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第 2 回コロナ禍の子ども支援者 

地域円卓会議 
 

 

コロナ禍で子どもたちの権利を長期間制限したことの課題を確認し、 

緊急時に必要な子どもをめぐる官民連携のありかたを考える。 
 

実施報告書 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時： 2021年 4月 7日（水）18:30-21:10 

開催場所： 浦添市てだこホール市民交流室 

開催方法： 浦添市てだこホール市民交流室でのリアル開催とオンライン開催（zoom） 

 

主  催： 公益財団法人みらいファンド沖縄 

協  力： NPO法人まちなか研究所わくわく 

 

報告書作成 

公益財団法人みらいファンド沖縄 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 
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【報告】第 2回コロナ禍の子ども支援者地域円卓会議

■開催日時：2021 年 4 月 7 日（水）18:30-21:10 

■開催場所：浦添市てだこホール市民交流室 

■着席者数：7 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■参加者数：26 名（NPO・市民団体、福祉・医療機関等） 

■主  催：公益財団法人みらいファンド沖縄 

■協  力：NPO 法人まちなか研究所わくわく 

■お問合せ：NPO 法人まちなか研究所わくわく

 

センターメンバー 

 

鶴田 厚子 

公益財団法人 

みらいファンド沖縄 

 
島村 聡 

沖縄大学 人文学部 

福祉文化学科 教授 

 
松本 大進 

NPO 法人サポート 

センターゆめさき 

理事長 

 

垣花 道朗 

NPO 法人沖縄県学童・

保育支援センター 理事 

 

中村 圭介 

那覇市議会 

議員 

 

コロナ禍で子どもたちの権利を長期間制限したことの課題を確認し、 

緊急時に必要な子どもをめぐる官民連携のありかたを考える。 

公益財団法人みらいファンド沖縄では、休眠預金を活用したコロナ禍における緊急支援助成の事業

を 2020年 11月から約半年間実施しています。現場で活動する「実行団体」6団体中 5団体が、児童

館、学童、子ども食堂、子どもの居場所などで子どもたちと身近に接する活動をしています。これら

の団体から、コロナ禍において子どもたちに何が起こったか、子どもたちの自由はどこまで制限され

たかなど、現場からの報告に耳を傾け、そこから学ぶべきこと、改善にむけての方法はないか、一緒

に模索したいと思います。第 1回を 3月 24日に実施し、本会議は第２回となります。 

論点提供 
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➢ 地域円卓会議の動画記録 

 
・公開日：2021年 4月 20日 

・URL：https://youtu.be/UprqZH1gvmc 

 

 

 

 

 

 

・公開日：2021年 4月 22日 

・URL：https://youtu.be/KlxPVp7_uJA 
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➢ 今後のアプローチの方向性（提案） 

1） NPO支援を行う団体は、NPO との対等な関係を保ちつつ、双方の対話を通して NPOの立ち向

かう社会課題をどう捉えているか、そしてそこに NPOの主体性があるかを確認共有した上で支援

すべき。同時に NPOの現状に合わせた適切な支援の規模も意識すべき。  

2） 支援団体は、NPOに対して伴走しながら、密な対話によりその事業を評価し、状況の変化による事

業変更も柔軟に対応する。そのためには、当該社会課題に対する冷徹な理解が必要で、資金の出

し手にも主体性が求められる。  

3） 支援者同士もしくは、支援される NPO同士の得意分野を生かした連携も大切。ネットワークによっ

て課題解決のスピードを上げていこう。 

4） 支援団体は、組織の基盤強化、人材育成は必須の活動として含め、そのための資金も確保すべ

き。 

5） 支援団体は、事業公募の段階から、応募しようとする団体とは、可能な限り個別の相談会を行い、

それぞれの団体の⻑期的ビジョンやミッション、中⻑期的戦略、強み・弱点などを客観化、言語化す

るためのファシリテーター的な役割を果たすことができれば、当該事業の計画・資金計画立案から

実行に至るプロセスの共有のための基礎が築かれ、伴走者としての信頼を得ることができるだけで

はなく、課題解決の質も向上する。 

6） 支援団体は、自らの要求、説明責任遂行のための業務を洗い出し、押し付けではなく、実行団体に

対する業務の要求が妥当なものであるか、どの程度の業務量・人手・時間がかかるものであるかを

見直し、実行団体が現場における活動により多くの時間とエネルギーが割けるように配慮する。 

7） コロナ禍のような緊急時の必要資金をどのように地域で準備するか。この 1年の経験を踏まえて、

シミュレーションを行い、ルール作りを行うべき。この場合も資金の出し手同士のネットワークは効果

的だと考えている。 
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■参加者によるサブセッション 

コロナ禍で子どもたちの権利を長期間制限したことの課題を確認し、 

緊急時に必要な子どもをめぐる官民連携のありかたを考える。 

（参加者記載の原文、発表内容を記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②…と記載） 

 

① ・子どものことだから世論が起きないので

はないか？例えば御飯が困っているとき、

ご飯を届けてくれる人たちが出てきた。遊

びが出来ないときにどう助けたらよいか分

からない。世論はお大人が作っている。子

どもの思いは議論化しない。子どもの思い

を 100％取り上げていない。従属物。家計

は生活が先、子どもは真ん中に置かれてい

ない。海外では子供のことを先に考える。

日本ではそうではない。遅れている。 

・子どもの社会資源が少ない。待機児童に

対しての補助ないが高齢者はある。役所も

子ども分野に力・人を割かない。日本は子

どもに対して声を出さない？ 

・校則、子どもたちが主体的に変えていく

案件。波及していけばよい。やっとここま

できたか。中二で校則を変えたという経験

がある。そのプロセスが大切なんだなと思

う。自分の成長の糧になっている。自由度

が高いと難しいがそんな経験させたい。 

・自己決定の前に表明が出来るようにした

い。12 条子どもの権利条約について議論し

たい。 

② ・一時的には公園でも集えない状況になっ

たかと思っていたが、コロナ禍でかえって

普段だと居なかった人たち（子どもだけの

場合も、家族単位の場合も）も公園に出て

くるような変化も見えた。 

・沖縄の中でも都心部の那覇市と周辺都市

や離島によっても考え方の違いなどで外へ

の出やすさ出にくさも違うのかもしれな

い。もしくは見えている景色（生活圏がち

がうのかも）。 

・学童に来ることができる子は、まだ「来

れる状況」だけれど、そこに来れない子ど

もや家庭が余計に不可視化されている課題

はある。 

・官民連携といったときに、その最適な連

携のサイズは？ 

大きな組織同士をつなぐことは難しい。時

間もお金もかかる。（行政の部署単位で大き

な非営利組織と結びつけるなど。）  

スモールステップでつなげる行政の部署で

関心を持ってくださる職員さんと民間の個

人として関心の有る方をつなげられる仕組

みがもっとあると良いのでは？ 

➡ひらなかさんの場合、那覇市民協働大学

院のクラスの受講生とつながって活動をし

ている 

③ ・親が自分のことで精いっぱいで子どもに

対してのケアができなかったところが大き

くあるのではないか 

・子どもの権利を守るために色々考えなけ

ればいけないことがあるが、親自身に焦点

を当てて、ケアができれば、より子どもに

対していい環境、保証につながるのではな

いか 

④ ・この場でつながったことがよかった 

・子どもの権利、大人の権利も含めて、も

っと知りたい、難しい 

・子どもの権利条約を入り口にして、権利

についての学習をしていく 

・私たちが経験している活動とつなぐ、対

話を継続することが重要 

・音楽も遊びと同様に不要不急と片付けら

れがちだが、実はトラウマの改善など様々
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な効果があるので、そのことを忘れずにい

たい 

⑤ ・コロナによって、さまざまな実態があき

らかになった 

・これから先、再び緊急事態宣言があった

場合、コロナ禍が長引いた場合、緊急事態

時の対策、過ぎた後の問題がわかったとこ

ろで、どのように解決するか。今日のよう

な場が役立つ 

・対応している支援者のネットワークがつ

ながることによって、この地域でどの方が

リーダーにふさわしいか、肌感覚でわかっ

ていく 

・例えば行政とつながるときに、リーダー

がいれば、いい方向に進むことができるの

ではないか 

 

 

⑥ ・官民連携 

・日頃活動するなかで団体が行政の話を聞

きに行く事を遠慮していたかもしれない 

・困りごとを届けようとしたか 

・何があったか情報を出す。交通整理する 

・行政、民間それぞれ得意なことがあるか

ら連携できるといい 

・民間がやるとなかなか権限が出なくて厳

しい 

・行政が全部やることも難しい 

・お互いに立場を理解するために模索し続

けることが大事 

・After コロナ 

・メンタルの話が出て、行政も民間もお互

いに先のことに時間を割くことが大事では

ないか 

・このような場が大事 
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第 2回コロナ禍の子ども支援者地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・開催日時： 2021年 4月 7日（水）18:30-21:10 

・開催場所： 浦添市てだこホール市民交流室 

・開催方法： 浦添市てだこホール市民交流室で

のリアル開催とオンライン開催（Zoom） 

・着席者：7名（司会、記録者含む） 

・参加者：26名（アンケート回収 17 名、回収率 65％） 

１．どちらから？ 

 

２．所属 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

４．満足度 

平均：4.6（5 点中） 

5.満足 
4.概ね 

満足 

3. 

普通 

2.あまり

満足して

ない 

1. 

不満足 

11 名 6 名 0 名 0 名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（5．満足） 

• 多様な関係者がみてきていることがまとめ

て整理できた。 

• 各者の視点がしっかりとしていた 

• 良い事例をいくつも聴くことができまし

た。また、今後の課題も見つけることがで

きました 

• 所属組織として行政や学術機関への働きか

けとしてどのようなことが求められている

のかの輪郭も感じ取れました。 

• 内容が濃かったです。 

• 内容が深く、インパクト大でした！ 

• 前回の内容をふまえて整理ができたので。 

• グループワークがある会合に苦手意識があ

りましたが、楽しかったです。 

• 多様な方との意見交換よかったです 

（4．概ね満足） 

• とても素敵な会議でしたが個人的な理由で

視聴のみとなり皆様とディスカッションが

出来ず残念でした。これからも宜しくお願

いします。 

• どんどん継続開催、掘り下げて欲しいで

す。 

• たくさんのワードが出たが、テーマが広く

て少し頭に入りにくかったので…。 

• 話し合う内容が大きく、自身の考えがそこ

に至っていないと思いました。お話しを聞

く分には学びがありました。有難うござい

ました。 
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• 新しい視点で、物事を捉えることができま

した。半分は、理解できた気がします。 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

• コロナ禍における子どもの遊び。子どもの

権利をどう理解し支えるか。トラウマと、

その解消について。第 4波と言われる今。

今までの取り組みでは出来なかった支援や

子どもの為の問題についての提示と登録。

それを民間から行政、世論への取り組みの

大切さなど沢山の学びがありました。 

• 開示・共有・評価を面倒くさがらずに大き

な単位から小さな単位でもやっていくこと

が大切だと思いました。 

• 情報開示→情報整理（協議の場）→民間参

画→アウトカム 

• 世論にいかに子どもについて考えてもらう

か 

• 遊びの再定義、遊びの温故知新でしょうか 

• コロナ禍で人数制限があることで子どもひ

とりひとりへの対応はかえって最適化され

た側面もあるというお話、もっともであり

ながら改めて印象的でした。行政にもアウ

トカムを追ってもらえる風土や仕組みを醸

成する仕掛けづくりの必要性を痛感しまし

た。 

• 浦添市の一部地域で、学童、児童館等、さ

まざまな機関で情報共有できることが凄い

と感じました。 

• 一人一人の子どもが「自己表明」できる社

会にする（なる）ための啓発活動。 

• 教育と福祉の情報の一元化はやっと！！と

うれしくなり、「世論」は大人が作ってい

る」「行政の話をきくことに遠慮した団体」

というのは、確かにと思いました。 

• アカデミックの視点/アウトカム/質の評価 

• 浦添の五者会議の話、その場を役所が設け

ている事は大切だと思います。 

• 官民連携における評価について、評価しに

くい事業は官（県や市町村）がやればいい

のに。その方が早く進むのでは？と思うも

のもある。←グチみたいな内容ですみませ

ん 

• "・子どもの権利、大人の権利意識 

• ・先進事例の情報整理と一元化 

• ・浦添の 5者連携会議" 

• 子どもの大変さを想像して、日頃、議論し

ているけど、今の経験が、先のトラウマに

なることを気づかされました。 

• 情報開示と情報整備と共有 
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＜会場の様子＞ 
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＜板書記録＞ 



 

10 



 

11 



 

12 

 
 

 

＜サブセッション記録＞ 

 


